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院生の広場

　橋梁工学分野（白土研）
では風に起因する諸問題、
例えば橋梁の空力振動や横
風による車両の横転などの
現象を対象としています。
その中で私は大気中に飛び
出した海塩粒子の輸送と、
橋梁への付着について研究
しています。海塩粒子の輸
送や付着には風が密接に関
わっています。橋梁の効率

的な維持管理のために、橋梁部材への付着塩分量を風の流
れをもとに精度よく推定することが本研究の目的です。実

験や数値計算だけではなく、時にはフィールドワークも行
い、海塩粒子に関する問題について多角的に検討を行って
きました。
　2015 年 6月にはブラジルのポルトアレグレで開催された
The�14th�International�Conference�on�Wind�Engineering
（ICWE14）にて研究発表を行いました。私にとって 3回目の
国際会議での発表でした。相変わらずひどく緊張しましたが、
たどたどしくも何とか発表と質疑応答を終えることができまし
た。遠距離であることに加え飛行機の遅延も生じたため、2日
以上を要しての現地入りとなり、やや疲労を覚えつつの参加で
した。しかし、自分の研究について議論ができ、同時に多くの
方と交流できたことを思えば、地球の反対側まで行ってきた甲
斐は十分にあったと感じています。

院生紹介 野口　恭平（橋梁工学分野・博士課程 2 年）

　私の所属するジオ
フロントシステム工
学分野（三村研）で
は、建設、防災から
文化財保存に至るま
で、様々な場面で生
じる地盤工学上の問
題を解決するための
数値解析・現地調査
手法に関する研究を
行っています。その
中で私は、石積の文
化財の安定解析法の
開発に取り組んでい

ます。カンボジアのアンコール遺跡や日本の城郭石垣など
の石積構造物では、その安定性を保つために基礎地盤や裏
込め土からの反力を利用しています。そのため、周辺地盤
の変形・破壊に起因して崩壊に至る事例が多く見られます。
建造当時の工法を尊重しつつ合理的な補修方法を選定する
には地盤と石積構造の相互作用を考慮した安定性評価が必
要不可欠ですが、現状その統一的方法は確立されていませ
ん。そこで私は、主に岩盤工学で発展した離散体の解析手
法と地盤材料の構成式を組み合わせながら石積構造と地盤
の力学挙動を同時にシミュレートする手法を開発していま
す。また、現在は原位置の地盤調査も行いながら今後修復
予定の構造物への適用を進めており、対象構造物の劣化メ
カニズムの把握および遺構の本質的価値を損なわずかつ安
定性を十分に担保できる方策の提案を目指しています。

橋本　涼太（ジオフロントシステム工学分野・博士課程 2 年）

井上　直哉（水文循環工学分野・修士課程 2 年）

　台風18号が近づきつつあった昨年10月初め、宇治キャ
ンパスにおいて私の研究室（水文循環工学分野＝堀研究室）
と、韓国ソウル国立大学のキム研究室の合同セミナーを開
催しました。ここに少し紹介させて頂きます。

　キム研との合同セミナーは今年で第 6回を数え、隔年で
京大とソウル大が交代で開催しています。ゼミの企画・準
備は学生が主体的に行い、今回私はその幹事を務めました。
セミナーでは、院生が相互に研究内容を発表し、質疑応答
も活発に行われました。双方とも水文系の研究室で、水資
源について幅広く扱っており、大雨による洪水リスクから、
農地における水利用のシミュレーションまで、様々な発表
と質問・意見が交わされました。発表の緊張から解放され
た後は、近くの店で打ち上げコンパを開き、相互の研究や
学生生活の話で盛り上がりました。
　同じ分野を研究する他大学の学生と交流する機会も多く
ありませんが、他国となれば更に少なくなります。そのよ
うな中、今回のセミナーは我々にとって貴重な経験となり
ました。私個人としては、セミナーを通じて、英語力の不
足を実感しました。研究を進める一方で、語学を磨き、他
国の人にも「分かりやすい」と思ってもらえる発表を心掛
けたいです。


